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平成３０年第４回那珂川町議会定例会 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

平成３０年９月１８日（火曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 認定第１号 平成２９年度那珂川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

                             （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ２ 認定第２号 平成２９年度那珂川町ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について           （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ３ 認定第３号 平成２９年度那珂川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に 

            ついて              （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ４ 認定第４号 平成２９年度那珂川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 

            について             （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ５ 認定第５号 平成２９年度那珂川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て                （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ６ 認定第６号 平成２９年度那珂川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

            いて               （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ７ 認定第７号 平成２９年度那珂川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について            （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ８ 認定第８号 平成２９年度那珂川町水道事業決算の認定について 

                             （決算審査特別委員長報告） 

日程第 ９ 発委第１号 議員の派遣について          （議会運営委員長提出） 

日程第１０ 陳情第１号 難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関する陳情 

            について             （教育民生常任委員長報告） 

日程第１１ 陳情第２号 患者負担を増やさないことを求める国への意見書提出に関する陳情 

            について             （教育民生常任委員長報告） 

日程第１２ 陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情について 

                             （教育民生常任委員長報告） 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 



－126－ 

 議事日程に同じ 

 追加日程第１ 発委第２号 難病医療費助成制度の改善を求める意見書の提出について 

                             （教育民生常任委員長提出） 

 追加日程第２ 発委第３号 患者負担を増やさないことを求める意見書の提出について 

                             （教育民生常任委員長提出） 

 追加日程第３ 発委第４号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について 

                             （教育民生常任委員長提出） 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１１名） 

     １番  福 田 浩 二 君      ３番  大 金   清 君 

     ４番  川 俣 義 雅 君      ５番  益 子 純 恵 君 

     ７番  鈴 木   繁 君      ８番  石 川 和 美 君 

     ９番  益 子 明 美 君     １０番  大 金 市 美 君 

    １１番  川 上 要 一 君     １２番  阿久津 武 之 君 

    １３番  小 川 洋 一 君 

欠席議員（２名） 

     ２番  吹 場 寿 郎 君      ６番  小 川 正 典 君 

──────────────────────────────────────────── 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（小川洋一君） ただいまの出席議員は11名であります。 

  欠席届が２番、吹場寿郎君及び６番、小川正典君から出されております。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（小川洋一君） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付したとおりであります

ので、ごらん願います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号～認定第８号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 日程第１、認定第１号 平成29年度那珂川町一般会計歳入歳出決算の

認定について、日程第２、認定第２号 平成29年度那珂川町ケーブルテレビ事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、日程第３、認定第３号 平成29年度那珂川町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算の認定について、日程第４、認定第４号 平成29年度那珂川町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５、認定第５号 平成29年度那珂川町介

護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、認定第６号 平成29年度那珂川町

下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、認定第７号 平成29年度那珂

川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第８、認定第８号 平成

29年度那珂川町水道事業決算の認定について、以上８議案を一括議題とします。 

  本件は決算審査特別委員会に審査を付託したものでありますが、委員会での審査が終了い

たしましたので、決算審査特別委員長よりその審査結果の報告を求めます。 

  決算審査特別委員長。 

〔決算審査特別委員長 阿久津武之君登壇〕 
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○決算審査特別委員長（阿久津武之君） 決算審査特別委員会に付託されました認定第１号 

平成29年度那珂川町一般会計歳入歳出決算の認定について、認定第２号 平成29年度那珂

川町ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第３号 平成29年度那

珂川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第４号 平成29年度那珂川

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第５号 平成29年度那珂川町

介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第６号 平成29年度那珂川町下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第７号 平成29年度那珂川町農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第８号 平成29年度那珂川町水道事業決算の

認定について、以上８会計の決算については、平成30年９月７日から14日までの６日間、

所管課長等の説明を求め、慎重に審査いたしました。 

  各会計の審査結果については、一般会計及び特別会計ごとに採決を行い、全８会計とも全

員賛成で認定すべきものと決定いたしました。 

  特別委員会における意見等といたしましては、所管課それぞれの審査の際に申し上げまし

たが、本委員会において、 

  １つ、保育教諭の確保について、きめ細かな保育サービスの提供と保育教諭の負担軽減の

ため、行政職員の定員適正化と保育施設民営化とのバランスを踏まえつつ、独自の優遇措置

などの対策を講じて十分な体制を整備されたい。 

  ２つ、不用額について、適正な予算管理による成果が認められた。一部において、事務事

業の完了により減額補正が可能であったにもかかわらず、減額されていないものが散見され

たことから、さらなる予算管理に努められたい。 

  ３つ、未収金について、税等徴収対策実務者会議による関係各課の連携のもと、負担の公

平性に基づいた実効ある取り組みで効果が認められた。引き続き回収に鋭意努められたい。 

  以上、３項目について意見等を付しました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（小川洋一君） 審査結果の報告が終わりました。 

  これより報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  なお、採決は１件ごとに行います。 

  認定第１号 平成29年度那珂川町一般会計歳入歳出決算の認定については、委員長報告の

とおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第１号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第２号 平成29年度那珂川町ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、委員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第２号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第３号 平成29年度那珂川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第３号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第４号 平成29年度那珂川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第４号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第５号 平成29年度那珂川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定については、委員

長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第５号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 
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  認定第６号 平成29年度那珂川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第６号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第７号 平成29年度那珂川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、委員長報告のとおり認定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第７号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  認定第８号 平成29年度那珂川町水道事業決算の認定については、委員長報告のとおり認

定することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第８号は委員長報告のとおり認定することに決定しました。 

  ここで町長から発言があれば、これを許します。 

  町長。 

○町長（福島泰夫君） 皆様、改めましておはようございます。 

  ただいまは平成29年度那珂川町一般会計歳入歳出決算外６特別会計及び水道事業決算の認

定をいただきました。まことにありがとうございます。決算審査特別委員会の中でご指摘を

受けた事項、また要望事項につきましては、庁議等において検討、対応し、善処してまいり

たいと考えております。 

  なお、平成30年度も間もなく下半期に入ってまいります。決算の結果を踏まえ、引き続き

平成30年度予算の適正な予算執行に努めてまいる所存でございます。 

  今回、長期間にわたりまして慎重なご審議をいただきましたことに心から感謝を申し上げ

まして、認定に対する挨拶といたします。 

  本当にありがとうございました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎発委第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 日程第９、発委第１号 議員の派遣についてを議題とします。 

  提案の趣旨説明を求めます。 

  議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 大金市美君登壇〕 

○議会運営委員長（大金市美君） ただいま提案になりました発委第１号 議員の派遣につい

て、提案の趣旨説明を申し上げます。 

  １つは、当町議会の行政調査として、移住定住施策の取り組み及び子育て支援住宅に関す

る調査を行うため、山梨県北杜市に、また、移住定住施策の取り組みに関する調査のため、

長野県南箕輪村への全議員の派遣について提案するものであります。 

  もう一つは、毎年、栃木県町村議会議長会主催により開催されます町村議会議員研修会に、

本年度においても全議員を出席させるため、議員の派遣について提案するものであります。 

  議員各位の賛同を賜り、議決くださるようお願い申し上げ、提案の趣旨説明といたします。 

○議長（小川洋一君） 提案の趣旨説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  発委第１号 議員の派遣については、原案のとおり決することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第１号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎陳情第１号の委員長報告、質疑、討論、採決 

  日程第10、陳情第１号 難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関する陳

情についてを議題とします。 

  この件に関しては、今期定例会において教育民生常任委員会に審査を付託しましたが、委

員会の審査が終了しましたので、教育民生常任委員長より審査結果の報告を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） 陳情第１号 難病医療費助成制度の改善を求める国へ

の意見書提出に関する陳情書について、教育民生常任委員会の審査結果について報告いたし

ます。 

  この陳情は、８月21日に栃木県保険医協会会長、長尾月夫氏から提出されたものでありま

す。 

  陳情の内容は、難病の患者に対する医療等に関する法律、いわゆる難病法により平成27年

１月から新たな難病医療費助成制度が施行され、助成対象が大幅に拡大された一方で、自己

負担の引き上げや認定基準が厳しくなるなどの制度の後退があったことから、難病医療費助

成制度の改善を求めるよう、関係官庁に対して意見書を提出してほしいというものでありま

す。 

  当陳情については、９月５日に委員会を開催し、慎重に審査いたしました。 

  審査した結果、対象疾患が拡充された一方で、医療費助成対象者の自己負担額が増大する

こととなり、経済的負担の軽減を図る必要が認められることから、本陳情の趣旨は賛同でき

得るものであり、その必要性を認め、採択すべきものと決定しました。 

  以上、教育民生常任委員会の審査結果の報告といたします。 

○議長（小川洋一君） 審査結果の報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  なお、質疑は委員会での審査の経過と結果に対してのみを許可します。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  陳情第１号 難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関する陳情に対する

委員長の報告は採択であります。この陳情を委員長報告のとおり決することに異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、陳情第１号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（小川洋一君） ただいま教育民生常任委員長から、発委第２号 難病医療費助成制度

の改善を求める意見書の提出についてが提出されました。 

  お諮りします。 

  発委第２号を日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直ちに議題にした

いと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第２号を日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直ちに議

題とすることに決定しました。 

  議案を配付します。 

〔議案配付〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発委第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 追加日程第１、発委第２号 難病医療費助成制度の改善を求める意見

書の提出についてを議題とします。 
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  本案は、この際、議案の朗読を省略し、直ちに提出者の提案の趣旨説明を求めることにし

ます。 

  提案の趣旨説明を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） ただいま提案になりました追加日程第１、発委第２号

 難病医療費助成制度の改善を求める意見書の提出について、提案の趣旨説明を申し上げま

す。 

  本件は、先ほど採択されました難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関

する陳情書に基づき、その趣旨を受けて内閣総理大臣外３名に意見書を提出いたしたく、提

案するものであります。 

  議員各位の賛同を賜り、議決くださりますようお願い申し上げ、提案の趣旨説明といたし

ます。 

○議長（小川洋一君） 提案の趣旨説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  発委第２号 難病医療費助成制度の改善を求める意見書の提出については、原案のとおり

決することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第２号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎陳情第２号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 日程第11、陳情第２号 患者負担を増やさないことを求める国への意

見書提出に関する陳情についてを議題とします。 

  この件に関しては、今期定例会において教育民生常任委員会に審査を付託いたしましたが、

委員会での審査が終了しましたので、教育民生常任委員長より審査結果の報告を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） 陳情第２号 患者負担を増やさないことを求める国へ

の意見書提出に関する陳情書について、教育民生常任委員会の審査結果について報告いたし

ます。 

  この陳情は、８月21日に栃木県保険医協会会長、長尾月夫氏から提出されたものでありま

す。 

  陳情の内容は、財務省、財務制度等審議会が取りまとめ、本年５月に財務大臣に提出した

「新たな財政健全化計画等に関する建議」の社会保障分野に関する提言について、いつでも、

どこでも、誰でも安心して受診できる国民皆保険制度が形骸化しつつあることから、患者負

担をふやさないこと、窓口負担を軽減することなどを求めて、関係官庁に対して意見書を提

出してほしいというものであります。 

  当陳情については、９月５日に委員会を開催し、慎重に審査いたしました。 

  審査した結果、高齢者の負担が増大して日常生活を圧迫しかねず、また、高齢者が医療費

負担を我慢してしまうことで医療機関への受診抑制が働き、その反動で医療費が増加すると

いう悪循環の懸念が予想されることから、本陳情の趣旨は賛同でき得るものであり、その必

要性を認め、採択すべきものと決定しました。 

  以上、教育民生常任委員会の審査結果の報告といたします。 

○議長（小川洋一君） 審査結果の報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  なお、質疑は委員会での審査の経過と結果に対する質疑のみを許可します。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 
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  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  陳情第２号 患者負担を増やさないことを求める国への意見書提出に関する陳情に対する

委員長の報告は採択であります。この陳情を委員長報告のとおり決することに異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、陳情第２号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（小川洋一君） ただいま教育民生常任委員長から、発委第３号 患者負担を増やさな

いことを求める意見書の提出についてが提出されました。 

  お諮りします。 

  発委第３号を日程に追加し、追加日程第２として日程の順序を変更し、直ちに議題とした

いと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第３号を日程に追加し、追加日程第２として日程の順序を変更し、直ちに議

題とすることに決定しました。 

  議案を配付します。 

〔議案配付〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発委第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 
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○議長（小川洋一君） 追加日程第２、発委第３号 患者負担を増やさないことを求める意見

書の提出についてを議題とします。 

  本案は、この際、議案の朗読を省略し、直ちに提出者の提案の趣旨説明を求めることにし

ます。 

  提案の趣旨説明を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） ただいま提案になりました追加日程第２、発委第３号

 患者負担を増やさないことを求める意見書の提出について、提案の趣旨説明を申し上げま

す。 

  本件は、先ほど採択されました患者負担を増やさないことを求める国への意見書提出に関

する陳情に基づき、その趣旨を受けて内閣総理大臣外３名に意見書を提出いたしたく、提案

するものであります。 

  議員各位の賛同を賜り、議決くださりますようお願い申し上げ、提案の趣旨説明といたし

ます。 

○議長（小川洋一君） 提案の趣旨説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  発委第３号 患者負担を増やさないことを求める意見書の提出については、原案のとおり

決することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第３号は原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎陳情第３号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 日程第12、陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を

求める陳情についてを議題とします。 

  この件に関しては、今期定例会において教育民生常任委員会に審査を付託しましたが、委

員会の審査が終了しましたので、教育民生常任委員長より審査結果の報告を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） 陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採

択を求める陳情について、教育民生常任委員会の審査結果について報告いたします。 

  この陳情は、８月27日に、移植ツーリズムを考える会、栃木県担当、軽部彩奈氏から提出

されたものであります。 

  陳情の内容は、平成22年７月の臓器の移植に関する法律の改正により、臓器提供者は年々

増加傾向にありますが、必要数は大きく下回っている状態で、原因としてはドナーや臓器提

供施設数が少ないことにあることから、臓器移植に係る意識啓発と施設等の環境整備などを

求めて、関係官庁に対して意見を提出してほしいというものであります。 

  当陳情については、９月５日に委員会を開催し、慎重に審査いたしました。 

  審査した結果、臓器移植に係る環境整備の必要性に鑑み、本陳情の趣旨は賛同でき得るも

のであり、その必要性を認め、採択すべきものと決定しました。 

  以上、教育民生常任委員会の審査結果の報告といたします。 

○議長（小川洋一君） 審査結果の報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  なお、質疑は委員会での審査の経過と結果に対しての質疑のみを許可します。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  陳情第３号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情に対する委員長の報

告は採択であります。この陳情を委員長報告のとおり決することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、陳情第３号は委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（小川洋一君） ただいま教育民生常任委員長から、発委第４号 臓器移植の環境整備

を求める意見書の提出についてが提出されました。 

  お諮りします。 

  発委第４号を日程に追加し、追加日程第３として日程の順序を変更し、直ちに議題にした

いと思いますが、これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第４号を日程に追加し、追加日程第３として日程の順序を変更し、直ちに議

題とすることに決定しました。 

  議案を配付します。 

〔議案配付〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎発委第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（小川洋一君） 追加日程第３、発委第４号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提

出についてを議題とします。 

  本案は、この際、議案の朗読を省略し、直ちに提出者の提案の趣旨説明を求めることとし
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ます。 

  提案の趣旨説明を求めます。 

  教育民生常任委員長。 

〔教育民生常任委員長 鈴木 繁君登壇〕 

○教育民生常任委員長（鈴木 繁君） ただいま提案になりました追加日程第３、発委第４号

 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について、提案の趣旨説明を申し上げます。 

  本件は、先ほど採択されました臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情に

基づき、その趣旨を受けて衆議院議長外３名に意見書を提出いたしたく、提案するものであ

ります。 

  議員各位の賛同を賜り、議決くださりますようお願い申し上げ、提案の趣旨説明といたし

ます。 

○議長（小川洋一君） 提案の趣旨説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 質疑はないようですので、質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小川洋一君） 討論はないようですので、討論を終わります。 

  採決を行います。 

  発委第４号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出については、原案のとおり決する

ことに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小川洋一君） 異議なしと認めます。 

  よって、発委第４号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 
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○議長（小川洋一君） 以上で今期定例会に付されました事件は全て終了しました。 

  会議を閉じます。 

  これにて、平成30年第４回那珂川町議会定例会を閉会します。 

  ご起立願います。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１０時４５分 

 


